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され、社会に定着してl¥く O この関係は、例えば、共通語と方言の関係でも見られるだろう O
さまざまな方言をもっ人び、とがコミュニケーション図るための手だてのーっとして、共通の言
葉を操れるための術を学ぶのは必要なことではあるだろう O そのこと自体は、価値観や考え方
の標準としてあるのではないし、文化の優劣を決めるものでもなL、。しかし、人びとの中で、
共通語と方言に対しての認識の中には、「中央」と「地方」といった一定の力関係が存在する
ことが見て取れることが多l¥0 
このような、社会的に優勢な識字観が「標準的識字」であり、その正当性を主張するような、
力関係に支配される識字の暴力が生まれるのは、識字が中立的で単数の概念であるという認識
があるからだと、著者は指摘するO こうした暴力を解消するための方法を具体的に提示してい
る点が、第三の特徴である O
第三の特徴は、識字は使われる環境の影響を受けるものであり、識字も思考も複数の形態を
認めるべきだとする考え方であるO 著者は、「識字活動はある特定の社会的文化的状況に応じ
て意味を持つものであり、識字は、中立的技術として捉えられるべき単数の概念ではなくて、
さまざまな状況に応じて存在する複数の概念として捉えなければならなLリと述べているO
識字というと、文字の読み書きをもとにした活動であるという捉え方が一般的であるが、文
字の読み書きの機会を奪われた人びと、また、視覚障害者、聴覚障害者などを含めて、文字の
読み書きが困難である人びとにとって、そのような識字は暴力としてしか機能しないものになっ
てしまう O 現実には、文字の読み書きを学びつつ、それ以外の表現方法でコミュニケーション
を図る実践や、障害者が声を上げて作った識字学級では、文字の読み書き以外の表現方法を使っ
て学んで、いる実践が行われている。こうした活動は、著者の捉え方からすると、識字を文字の
読み書きに限定せず、声や手話なども識字の手段として考えてL、く可能性を示唆するものとな
るO
私たちが識字術を獲得する中で重要なのは、識字の概念を文字の獲得のみに限ることなく、
それぞれの生活や文化に基づくものだとの前提から識字の概念を広げていくこと、そして、識
字の暴力を認識し、他者に対する暴力を排除していくことであるといえるO 読み書きの文字だ
けでなく、コミュニケーションとしてのさまざまな表現方法を識字活動に含めて理解していく
ことは、集団や個人の生活に根ざした文化活動であるという方向に、識字の概念を広げること
になり、文字を「持つ者」が「持たない者」に対して、「かわいそう」と同情で見るような構
図ではなく、「持つ者」、「持たない者」がそれぞれの価値を認め合い、対等なものとしてコミュ
ニケーションをはかれる方向に道を拓くのではないだろうか。
また、識字の暴力性が第三世界や文字を奪われた人びとの問題だけではなく、私たち全体の
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身近な問題であることを理解するためには、共通要素をもった自らの体験がなければならない
のではないだろうか。そのためには、ある特定の問題を取り扱うだけでなく、身近な生活に引
きつけて理解していくことと、私たちが使う識字術には常に暴力性が存在しているということ
に目を向けて、自らの識字というものを問い直す機会を得ていけるような場を作り出すことが
重要ではないだろうか。
本書では、抽象的な議論が多く、著者の識字観が具体的方策としてどのように展開されるの
かについて述べられていないが、日本における教育、識字について、私たち「識字者」の思い
こみを考え直す必要性を感じさせるものであった。それは、現在、日本で行われている識字の
活動においても重要なことであるO 識字とは、自らの経験を生かしながら、文字の読み書きに
限らず、読む、書く、話すといったことば全体を使い、そこから新たな自らの思考や価値観を
作り出していこうとするものであり、学校教育における識字術とは文字と学習者との関わり方
が異なる。しかし、識字の学習について、その指導する側の認識としては、識字の暴力性を告
発し、技術として識字を捉えることを否定しているにもかかわらず、実際の活動の展開におい
ては、指導者側と学習者側の識字観の違いがあるようにも思えるO 識字の暴力を受けてきた学
習者にとって、識字術を獲得することは大きな喜びであり、生活が大きく変わるものでもあるO
だからこそ、指導者、学習者それぞれが識字をどのように捉えているのか、学習を進める上で
の前提として「識字」を再認識する必要があるのではないだろうか。
また、「識字」観を再認識するために、識字活動における、読む、書く、話すといったこと
ばが他者とのコミュニケーションの中でどのような要素を持ち、どのように関連し合って学習
が展開していくのか、また、文字の読み書きを獲得する機会を奪われた人びとが識字術を獲得
するまでのプロセスで身につけている、ことばによるコミュニケーションの方法が、識字術を
獲得することによってどのような影響を受けるのかも検討する必要があるO こうした識字活動
の分析・考察から、私たちが見落としてきた識字の役割を改めて認識することができるのでは
ないだろうか。そして、私たちが生活する上で欠かすことができない識字の問題を、少数派の
ものとしてではなく、多数派に属する私たち自身が捉え直し、それを生きていく上でどのよう
に活用していくのかを問い直さなければならないことと実感しているO
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